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は
意
外
に
操
作
が
簡
単
で
、
管
理

機
は
難
し
い
」「
家
の
機
械
も
動

か
し
た
い
！
」
と
、
意
識
が
高
ま

り
、
経
営
参
画
へ
の
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
ス
マ
ホ
携
帯
ア
プ
リ
の

「LIN
E

」
を
積
極
的
に
活
用
し
た

情
報
交
換
も
行
っ
て
い
ま
す
。
農

業
女
子
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
平
成
28
年
度
ま
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
山
武
農
業

事
務
所
改
良
普
及
課
ま
で
御
連
絡

下
さ
い
。

（
０
４
７
５
-５
４
-０
２
２
６
）

セ
ミ
ナ
ー 

in 

さ
ん
ぶ
」
を
開
講

し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
共
同
経
営

者
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
を

習
得
し
、
積
極
的
な
経
営
参
画
を

進
め
る
と
共
に
、
若
手
女
性
農
業

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
露
地
・
施
設
野
菜
を

中
心
に
水
稲
、
花
き
、
酪
農
で
現

在
25
名
で
す
。
７
月
の
開
講
式
で

は
、
お
互
い
の
営
農
状
況
や
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し

た
。

　　
機
械
操
作
に
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

セ
ミ
ナ
ー
生
か
ら
、「
機
械
を

使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
！
」
と

の
強
い
要
望
が
あ
り
、11
月
に「
女

性
の
た
め
の
農
業
機
械
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
機
械
メ
ー
カ
ー

の
職
員
を
講
師
に
、
土
作
り
及
び

農
作
業
機
械
の
基
礎
を
学
び
、
ト

ラ
ク
タ
ー
、
専
用
管
理
機
等
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
生
は
、「
ト
ラ
ク
タ
ー

　

山
武
管
内
の
女
性
農
業
者
は
基

幹
的
農
業
従
事
者
の
約
45
％
（
農

林
水
産
省
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
平

成
22
年
」）を
占
め
、農
業
の
維
持
・

発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
担
い
手
で
す
。

　

そ
こ
で
農
業
事
務
所
で
は
、
農

業
を
始
め
て
間
も
な
い
山
武
地
域

の
女
性
農
業
者
及
び
今
後
農
業
を

志
す
女
性
を
対
象
に
、
平
成
27
年

７
月
か
ら
「
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス7 月14日開講式（会場：山武市よもぎかん）

機械研修の様子
（会場：千葉県農業大学校油井農場）

山武の農業女子力UP
「アグリレディースセミナー in さんぶ」を開講
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こ
れ
か
ら
の
東
金
イ
チ
ゴ
を
考
え
る

若
手
イ
チ
ゴ
生
産
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

　

今
年
度
、
山
武
管
内
の
若
手
イ

チ
ゴ
生
産
者
24
名
を
対
象
に
、
イ

チ
ゴ
の
生
産
技
術
の
向
上
及
び
仲

間
づ
く
り
を
図
る
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
農
薬
に
関
す
る
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
農
林
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
か
ら
、
イ

チ
ゴ
に
お
け
る
ハ
ダ
ニ
類
及
び
う

ど
ん
こ
病
の
効
果
的
な
防
除
方
法

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
農
薬
の

基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、“
我
が
家
の
薬
剤

散
布
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ

う
！
”
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
イ
チ
ゴ
栽
培
の

篤
農
家
や
農
薬
メ
ー
カ
ー
か
ら
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
薬
剤
抵
抗

性
が
つ
か
な
い
よ
う
、
農
薬
の
系

統
を
気
に
し
な
が
ら
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
事
の
難
し
さ

を
実
感
し
た
」
等
の
意
見
が
多
く

あ
り
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う

　

東
金
市
は
歴
史
の
あ
る
イ
チ
ゴ

の
産
地
で
、
最
盛
期
に
は
１
０
０

戸
を
超
え
る
イ
チ
ゴ
生
産
者
が
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
に
よ

り
生
産
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

産
地
の
面
積
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
10
月
に
イ
チ
ゴ
産
地

の
振
興
に
向
け
て
、
農
業
事
務
所

若
手
イ
チ
ゴ
生
産
者
７
名
と
市
・

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
で
座
談
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
農
業
事
務
所
が

産
地
の
現
状
を
説
明
し
、
そ
の
後

「
東
金
市
と
イ
チ
ゴ
経
営
の
良
い

と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
生
産
者
同
士
で
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
東
金
市
の
立
地
の

良
さ
や
直
売
の
や
り
が
い
、
観
光

イ
チ
ゴ
園
の
不
足
、
市
の
知
名

度
・
Ｐ
Ｒ
不
足
に
つ
い
て
意
見
が

出
ま
し
た
。

　

そ
の
意
見
を
元
に
、
産
地
と
し

て
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
地
域
Ｐ

Ｒ
や
新
し
い
販
路
開
拓
、
規
模
拡

大
な
ど
様
々
な
提
案
が
あ
り
、
活

発
な
座
談
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
で
仲
間
意
識
が
高
ま
り
、
活

発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
武
管
内
の
先
進
農

家
を
訪
問
す
る
育
苗
現
地
検
討
会

や
、
花
芽
検
鏡
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
1
月
に
は
千
葉
市
の
先

進
的
な
観
光
イ
チ
ゴ
園
へ
の
視
察

研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

山
武
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い

る
若
手
や
こ
れ
か
ら
イ
チ
ゴ
栽
培

を
考
え
て
る
方
、
ぜ
ひ
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
一
緒
に
山
武

の
い
ち
ご
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

せ
ん
か
？

　

今
回
の
意
見
や
提
案
を
元
に
、

東
金
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
導
入
や
、
東
金

市
の
イ
チ
ゴ
を
紹
介
す
る
市
Ｈ
Ｐ

の
更
新
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
若
手
を
中
心
に
変
化

し
て
い
く
東
金
イ
チ
ゴ
。
皆
さ
ん

も
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
、
産
地
で
頑

張
る
生
産
者
を
応
援
し
て
下
さ

い
！

グループワークでの様子（第１回研修会）

生産者・関係機関との座談会

いちごの若手生産者応援します！
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ネ
ギ
の
出
荷
調
製
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ
！

技　術　情　報
　

昨
年
の
稲
作
で
は
、
早
生
品
種

で
着
色
粒
（
粒
の
全
面
ま
た
は
一

部
が
着
色
し
て
い
る
粒
）
に
よ
る

玄
米
の
品
質
低
下
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。

　

昨
年
の
籾
を
観
察
す
る
と
、
割

れ
籾
（
写
真
１
）
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
４
月
下
～
５
月
上
旬
植
え

の
稲
が
穂
ば
ら
み
期
を
迎
え
た
時

期
（
７
月
上
旬
頃
）
の
低
温
・
日

照
不
足
に
よ
り
籾
殻
が
充
分
に
育

た
ず
、
そ
の
後
、
玄
米
の
大
き
さ

が
決
ま
る
７
月
中
～
８
月
上
旬
頃

に
日
照
が
多
く
登
熟
が
急
激
に
進

み
、
千
粒
重
が
大
き
く
な
っ
た
た

め
、
割
れ
籾
が
多
く
な
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

割
れ
籾
は
、
カ
ス
ミ
カ
メ
ム
シ

類
に
よ
る
被
害
を
受
け
や
す
く
な

り
、
ま
た
、
割
れ
目
か
ら
侵
入
し

た
カ
ビ
や
細
菌
な
ど
の
菌
の
影
響

に
よ
る
着
色
粒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
山
武
地
域
で
行
っ
た

調
査
で
も
、
割
れ
籾
を
剥
い
て
み

る
と
、
菌
に
よ
る
着
色
粒
と
思
わ

れ
る
被
害
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

　

例
年
よ
り
割
れ
籾
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
自
家
採
種
し
た

場
合
は
塩
水
選
に
よ
り
割
れ
の
少

な
い
種
子
を
選
抜
し
、
種
子
消
毒

を
行
う
等
の
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

写真２　上：割れ籾、下：割れ籾の玄米

昨
年
見
ら
れ
た
玄
米
の
品
質
低
下
の
要
因

写真１　割れ籾

【
例
】
作
業
従
事
者
が
３
人
の
場
合
、

９
坪
以
上
必
要
で
す
。

☆
作
業
動
線

　

人
の
流
れ
が
交
差
し
な
い
よ
う
に
、

生
産
物
で
あ
る
ネ
ギ
が
一
定
方
向
に
流

れ
る
よ
う
に
配
置
し
ま
す
。
生
産
物
の

持
ち
運
び
の
回
数
を
減
ら
し
、
距
離
を

短
く
し
ま
す
。

☆
作
業
台
・
椅
子
の
高
さ

　

作
業
台
の
高
さ
は
肘
を
曲
げ
た
時
の

肘
の
高
さ
よ
り
や
や
下
に
し
ま
す
。
椅

子
の
高
さ
は
、
背
筋
が
曲
が
ら
な
い
よ

う
に
し
、
足
底
が
床
に
つ
き
、
膝
が
直

角
に
曲
が
る
高
さ
に
し
ま
す
。

☆
作
業
環
境
（
照
度
、
温
度
、
換
気
、

騒
音
）

　

選
別
作
業
の
際
は
、
明
る
さ
が
足
り

な
い
と
、
目
の
疲
労
、
肩
こ
り
等
を
助

長
し
、
ネ
ギ
の
病
斑
や
汚
れ
等
を
見
落

と
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ス
ポ
ッ
ト
照
明
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
場
全
体
は
３
０
０
ル
ク
ス
以

上
、
出
荷
調
製
作
業
で
は
５
０
０
ル
ク

ス
以
上
の
照
度
が
必
要
で
す
。
高
齢
者

は
３
割
程
度
、照
度
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

☆
作
業
場
の
整
理
・
整
頓

　

作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
５
Ｓ

（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
し
つ
け
）

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
機
械
化
す
れ
ば
、
多
く
の

作
業
工
程
を
省
力
化
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
ネ
ギ
栽
培
に
お
い
て
は
、
全
作
業

時
間
の
５
割
を
占
め
る
出
荷
調
製
作
業

は
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
・
効
率
化

だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
作
業
場
全
般

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図

る
た
め
の
対
策
の
１
つ
と
し
て
作
業
場

の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
作
業
場
の
大
き
さ 

　

機
械
の
数
や
設
備
の
大
き
さ
、
配
置

も
十
分
考
慮
し
て
、
労
働
力
に
応
じ
た

適
正
な
広
さ
を
確
保
し
ま
す
。
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農
業
事
務
所
で
は
新
規
就
農
者
等

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◎
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー    

【
対
象
】　
新
規
に
就
農
し
た
概
ね
40

歳
ま
で
の
青
年
農
業
者          

【
内
容
】　
同
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
と
、
農
業
の
基
礎
的
・
専

門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
講
義
や
現
地
視

察
等
を
月
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス

で
行
い
ま
す
。

【
研
修
期
間
】　

　
　
　

平
成
28
年
５
月
か
ら
３
年
間

◎
い
き
い
き
帰
農
者
等
研
修 

【
対
象
】　
新
た
に
農
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
定
年
帰
農
者
や
Ｕ
タ
ー

ン
就
農
希
望
者

【
内
容
】　
農
業
技
術
に
関
す
る
講
義

及
び
視
察
等

【
研
修
期
間
】　

　
　
　

平
成
28
年
６
月
～
29
年
３
月                      

　

ど
ち
ら
も
参
加
費
は
原
則
無
料
で

す
。
詳
細
は
山
武
農
業
事
務
所
改
良

普
及
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
経
営
の
発
展
や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
上
で
女
性
農
業
者
の
力

は
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
発
足
し
て
、

①
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
主
体

的
に
経
営
に
参
画
し
、
所
得
の
向

上
と
経
営
の
安
定

②
女
性
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
地
域
づ

く
り
と
地
域
農
業
の
振
興

を
目
指
し
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
農
業
経
営
や

生
産
に
係
る
研
修
会
、
世
代
を
超
え

た
女
性
農
業
者
と
の
交
流
及
び
情
報

交
換
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
組
織
は
、『
千
葉
県
女
性
農

業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
に
加
入
し
、

全
国
や
千
葉
県
か
ら
の
多
く
の
情
報

も
得
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
積
極
的

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
先
】　
山
武
農
業
事
務
所

　
　
（
担
当
・
竹
内
・
佐
野
・
堀
）

　

本
年
度
、
新
た
に
指
導
農
業
士
１

名
、
農
業
士
４
名
が
認
証
さ
れ
ま
し

た
の
で
御
紹
介
し
ま
す
。

農
業
士

指
導
農
業
士

◦
三
槗
　
敏
子 

氏

◦
細
谷
　
虎
太
郎 

氏

◦
加
瀬
　
大
敬 

氏

◦
加
瀬
　
和
昭 

氏

◦
高
槗
　
一
裕 

氏

平
成
27
年
度
認
証

　
指
導
農
業
士
・

　
　
　
農
業
士
紹
介

◦
山
武
市

◦
ネ
ギ
＋

　

水
稲

◦
東
金
市

◦
水
稲
専
作

◦
横
芝
光
町

◦
ネ
ギ
＋

　

水
稲

◦
横
芝
光
町

◦
ネ
ギ
＋

　

水
稲

◦
山
武
市

◦
水
稲
＋

　

ネ
ギ
＋

　

施
設
花
き

　
平
成
28
年
度

研
修
生
募
集
‼

山
武
地
域
の
農
業
女
性

こ
の
指
と
ま
れ
！

『
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

メ
ン
バ
ー
募
集
』

　

山
武
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
今

後
益
々
の
御
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。


